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　ロUder　den　neuen　deutschen　Kriminalroman
Koji　MIZUNO
　　　Im　Gegensatz　zum　19．　Jahrhundert　ist　heute　ein　Detektivbild　wie　Holmes，　das　damals　als　SymboI
der　Hymne　fUr　die　menschliche　Ratio　zum　Vorschein　gekommen　ist，　desto　schwerer　zu　denken，　weil
（1．）die　heutigen　Delikte　mehr　der負berregionaler　Natur　geworden　sind　und（2．）diese　meistens　auch
mehr　der　unpers6nlicher　Art　geworden　sind，　wie　sie　sich　im　organisatorisch　begangenen　Betriebsver－
brechen　zeigt－hier　kommt　oft　keinem　die　Schuld　zu－，und　weil（3．）die　Art　und　Weise，　die　das　Ver－
brechen　wissenschaftlich　ermittelt　und　erklart，　z．　B．　die　der　Gerichtsmedizin　usw．　allzu　sehr
spezialisiert　ist，　daβsie　sogar　fUr　Fachleute　der　Ermittlung　wie　Polizisten　oder　Staatsanwalte　nicht
selten　unbegreiflich　geworden　ist．　Mit　einem　Wort：heute　muβschon　ein　Holmes　vor　diesen　grenzen－
10sen　Mengen　von　Informationen　zur且ckscheuen，　wo血r　jeweils　Unmenge　Fachkenntnisse　erforder－
lich　sind，－als　Einzelne　stehen　wir　Moderne　deshalb　sozusagen　ohnmachtig　gegen　die　Unttber－
sichtlichkeit　dieses　lnformationsUberflusses．
　　　Die　Detektive，　die　im　neuen　deutschen　Kriminalroman　gestaltet　sind，　sehen　alle　in　diesem　Sinne
auch　machtlos　und　ratlos　im　Meer　dieser　Undurchsichtigkeit　aus．　Ihnen　wird　keine　Rolle　des　Beo－
bachters　mehr　verteilt，　der　das　Ratsel　sozusagen　wie　von　oben　Uberschaute　und　16sen　konnte，　wie　es
im　traditionellen　Detektivbild　der　Fall　war，　Die　deutschen　Detektive　stehen　vielmehr　als　Beteiligte
direkt　dem　Fall　gegen茸ber．　Sie　haben　das　Ratsel　von　innen　heraus　zu　deuten，　und乞war　mit　ihrer
Beschranktheit　des　analytischen　Verm6gens，　d．　h．　ohne　solche　Allmabhtigkeit　eines　Holmes’．　Der
Fall　wird　im　neuen　deutschen　Kriminalroman　dementsprechend　auch　nicht　selten　durch　Zufall　ge16st．
　　　Daran　liegt　einerseits　der　Grund，　daβman　oft　vorwarf，　daβ　die　deutschen　Krimis　als　Spiel　der　Rat－
sell6sung　reizlos　und　uninteressant　sind．　Aber　man　sollte，　meiner　Meinung　nach，　andererseits　gerade
in　diesem　Punkt　gr6βte　Verdienste　anerkenllen，　die　sich　die　deutschen　Krimiautoren　in　der　Situation
des　kalten　Kriegs　erworben　haben．
　　　Eine　Reihe　des　neuen　deutschen　Kriminalromans，　die　kurz　nach　dem　Mauerbau　pl6tzlich　auf　den
Markt　in　Bundesrepublik　gebracht　wurde，　wurde　bekanntlich　durch　Richard　K．　Flesch　vom　Rowohlt－
Verlag　betreut，　Die　Autoren，　die　bei　ihm　zum　erstenmal　ill　Deutschland　Kriminalromane　zu　schreiben
begannen，　wollten　einer　Wiederherstellung　der　Totalitat，　der　Meinungseinheit，　wie　sie　im　Dritten
Reich　geherrscht　hatte，　Einhalt　tun．　Die　deutschen　Krimiautoren　wollten　in　ihren　Werken　zeigen，　d…i6
die　Sachen　unter　anderen　Aspekten　anders　aussehen　k6nnten．　Sie　wollten　in　ihren　Werken　abweisen，
daβdie　Sachen．　unter　einer　Sicht　eines　allmachtigen　Beobachters　in　einen　Aspekt　zusammengebracht
werden．
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《特別研究》
現代ドイツの推理小説について
水　野　光　二
1．現代ドイツの推理小説の特徴
　バーナード・ショーは「革命」と並んで，ドイッ人に欠ける二つの才能として，「推理小説」を挙
げたという。実際，ドイッではクラカウアー，ブレヒト，プロッホといった鐸々たる知識人による哲
学的な内容の，レベルの高い推理小説論は書かれたものの，こと創作となると，全く自前の作品を生
み出せないものとされてきた。ところが，そうした状況が60年代を境に一変したのである。そして，
現在，ドイツの書店には，こうした主張が根も葉もないものだったと言わんばかりに，ドイッ人自身
の手による推理小説が溢れ返るようになっている。その変化はまさに「砂漠に一夜にして開花した」
（ヨッヘン・シュミット）と表現されるほど，とにかく突如ドイツの市場に自家製の作品が出回りだ
したのだった。これには，質はともかく，その量という点からしても人々の注目を集めないわけには
いかなかった。それまでただもう輸入文学として外国の作品を論じるばかりだったこの手の小説の愛
好家たち，研究者たちも，こうした国産推理小説の突然の出現に無関心ではすまされなくなる。そし
て間もなく，こうした一連のドイッ推理小説の出現の背後には，〈ローヴォールト社〉を舞台とする
リヒャルト・K・フレッシュなる編集者が仕掛人として控えていることが明らかとなった。
　「現代ドイッの推理小説」とは，それ故，1965年に出版されたハソスイェルク・マルティン
（Hansj6rg　Martin）の『好奇心は身の危険』（“Gefahrliche　Neugier”）以降の，当初主にロロロ・ス
リラー・シリーズの形で出されてきた作品群を示す言葉として使われているものである。
　それから30年近くを経て，人々の予想もしなかったことに，壁は崩壊してしまった。ドイッ民主
共和国という一国の消滅。しかも一滴の血も流さずに体制を引っ繰り返してしまったことによって，
ドイツ人は「革命」の才能も示すことが出来た。と同時に，それまで西側では，自分たちが外国から
言われてきたことをたらい回しでもするかのように，社会主義体制下の東の連中には推理小説をうみ
だすことは出来ない，としてきたのだが，その点に関しても，壁がなくなり，旧東独に関して様々の
ことが明らかになっていく中で，訂正を迫られていくことと思われる。
　これまで，しかしながら，わが国においては，このドイッの推理小説なるもの（これには旧東独時
代のものも当然含めなければならないだろう）が紹介されることは殆ど皆無であった。娯楽を目的と
した大衆文学であることと，自国以外の外国で評判になった作品がない，ということなどがその理由
かと思われる。しかし，時代が一つの区切りを迎えた現在，そして，玉石混濡の量だけが先ずは目に
立った時代から多少なりとも，評価の定着した作家がすでに幾人かは出てきている現在，一度，30
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年の歩みを振り返ってみるのも無意味なことではないと思われる。
ところで，作者によって仕掛けられたトリックをめぐり読者が知的なゲームを楽しむこの推理小説と
いうジャソルほど二番煎じが軽蔑されるものはないといってよいだろう。推理小説の発展の歴史にあ
って遅れてきた新参者たるドイツ人作家たちが，アイデアも出尽くし，形式の硬直化ということさえ
言われだす不利な状況の中であえて筆をとるのは，どこに成算を見込んでのことだったのだろうか。
　実はロロロ・スリラー・シリーズが出るより以前にドイッでは〈バスタイ・リュッベ社〉が1956
年からジェリー・コットソというFBI捜査官を主人公とするオリジナルのシリーズものを出してお
り，これは駅のキオスクで売られる小雑誌形式の読み切り本だが，出版社が豪語するように，ドイッ
としては他に類をみないベストセラー・シリーズとなり，〈レクラム〉の『推理小説事典』によれば，
12力国語に翻訳され，1978年1000シリーズを超えた時点での総発行部数は2億5000万だった，とい
うほどのヒットぶりである。多くの読者を獲得できた理由として，主人公が，ジェームス・ボンドと
対照的に，女に熱をあげたりしない人物であり，そのため教会側からも青少年向きの読み物としての
推薦を受けたからと，〈レクラム〉では解説している。作家，文学者，法学者等々がチームを組んで，
まるで工業製品の製造のように生み出されてくるこのシリーズは今でもキオスクに並べられている。
　しかし，『ジェリー・コットソ』（“Jerry　Cotton”）カ～いかに発行部数を誇ろうと，ここに言う限定
された意味での「ドイッの現代推理小説」の一つとして仲間うちから認められるということはなかっ
た。その理由は，ブライナースドルファーが椰楡するように，「作家の誰一人かつてマンハッタソの
ダウンタウンに行ったこともない」（事の真偽は私には分からないけれど）のに，そこを舞台として
いるからで，‘‘Schauplatz　Deutschland”（ドイッを舞台としていること）が，とりあえずこの「ドイ
ツの現代推理小説」として論ぜられる際の不可欠の条件となるのである。しかし，つぎに，たとえド
イッを舞台としていても，場所と時代を伏せたときに，「此処（ドイッ）で現在進行しているものだ
と殆ど気付かれることのない」ような作品であるならば，やはり手厳しい評価は免れない（ヴィルヘ
ルム・ロート）。
　この単純明快なメルクマールから容易に，ドイツの推理小説がリアリズム指向していると理解せら
れる。と同時にしかし，このことは，更にもう一歩を進め，スリルとか，謎に覆われた世界の醸し出
す不安とか，最後にいたっての逆転による意外性といった言わば推理小説にとっての標準装備にあた
るものと，その対踪にあるところの，ディクスン・カーにおいては全くこのジャンルにとって忌避す
べき要素とされた“the　hum　of　everyday　life”の，どちらを取るかの選択を前にしたときのドイッ人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　推理作家の迷うことなき後者，即ち，日常性への傾斜の選択（シュルツーブッシュハウス）という点
にまで先鋭化されることになる。ここではゲーム性よりはリアル性が徹底的に追求の対象とされるわ
けである。別の言葉で言えば，ドイッの現代推理作家たちが読者に提供しようとするのは，娯楽性よ
りは，社会性，情報性なのである。
　しかし，そのように，大衆文学でありながら，いわば自らその娯楽性を否定してしまうのは作品を
つまらなくするだけのことではないのか？　ドイッの推理小説に対して往々浴びせられる非難もこの
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点に尽きるといってよいようだ。それ故，情報性と娯楽性の二つを何も対立的にとらえることはな
く，むしろ両者が作品の中でいかに見事に融合されているか，を評価の基準として批評していこうと
する立場もある（ペーター・ヌッサー）。
　いずれにしても，こうした議論を通して我々は，ドイッの現代推理作家たちが，リアリズムとそれ
を支える情報性ということを創作の上で何にもまして重視しているのだということは知るわけであ
り，作家たちは物語の社会性，情報性を犠牲にしてまでゲーム性とか，娯楽性を追求する気持ちはな
いのだというように理解せられる。
　では，一体彼らはドイツの作家にとって未到の地であったこの推理小説というジャンルに足を踏み
入れるにあたって何を，あるいは誰を手本，モデルとして頭に描いていたのだろうか。
　ドイツ出版界における推理小説の翻訳リストから，ズーアバウムは，時代的には少し以前のもの
（つまりその多くが1960年以前に書かれたもので，クリスティー，セーヤーズ，チャンドラーなどは
それ故ドイツではまだ全く現役である），そしてトリックの単純なもの（従って，本国ではとうに忘
れ去られたエドガー・ウォーレスといった作家がドイツでは健在だったりする）への愛着という，明
確な形でのドイツ人の嗜好による取捨選択が見て取れる，と指摘している。
　こうした読者の一般的な受容傾向を背景に，作家たちが，しかし，手本にするのは，デュレンマッ
ト，グラウザーといったスイスの作家，あるいはメグレもののシムノソ（フラソス），さらにはスウ
ェーデソのシェーヴァル＝ヴァーレーといった大陸ヨーロッパの作家たちである（ブライナースドル
ファー）。つまり，新参のドイッの推理作家たちには遅れて参加した不利と共に過去の遺産を同時に
参考にする有利さも手にしているわけで，そうした全体的な眺望の中で，科学的，合理的精神の宣揚
という19世紀的な，また快復されるべき秩序の無謬性という，いずれにしてもアングロ・アメリカ
的なオプティミズムの路線の継承からは意識的に身を離し，それよりはむしろ，そうしたものへの懐
疑が支配的な作家たちへの共感を自分たちの創作の出発点としたのである。
　先のドイッにおける読者の受容傾向からも分かるように，ジャンルの歴史から言えば，とうに過去
の歴史的遺物になっているともいえる“Whodunit”をめぐっての作品は読者たちの間ではまだ新鮮
さを失ってはいない。しかし，現代の作家の立場としては，だからと言って，こうした古典的な作品
のドイッ版コピーを創りだすことで満足することはできるものではない。それは翻訳に任せることで
他方の自分たちの作品との棲みわけは可能な筈である。だから，彼らは“Whydunit”を物語の中心
に据えるわけだが，その際彼らが何にもまして重視したのは，そうした動機の特に現代西ドイツに特
有な社会的背景だったのである。つまり，犯罪の原因を個人的な動機のもの，犯罪者の性格，資質に
由来するものとして，いわば，社会における逸脱行為として隔離的に眺めることでもなかったのであ
る。そうであるならば，事件が解決されるとき，社会は無傷のまま，旧来の秩序を快復するにすぎな
い。しかし，現代ドイッの推理小説において作家たちが読者に対して最も揺さぶりをかけようとして
いるのは，この正義とか，モラルの絶対性ということについてなのである。
　売れることが至上命令である大衆文学は体制的となる方が自然であろう。しかし，ドイツの現代推
理小説の作家たちは，はっきり，反体制の立場から物語を書いていくのである。
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　このことは，最初に触れたように，これらの作品が市場に出てきた時代を念頭におけば，瞠目すべ
き事実だと言うことができる。
　旧西独は，東西対立の最前線にあって，アメリカの経済援助によって急速に復興を果たしていった
わけだが，同時に旧東独の側も，壁の建造以来一時は東欧の優等生と言われるまでに経済的に躍進し
ていく。こうして分断国家としての運命はもはや永続化を免れないという気分がますますドイッ人の
間に支配的となっていった時代。こうした状況のなか，東の社会主義に対してこちらには，自由と正
義が支配する一これが西において体制が国民にふりまく幻想となるのは当然であった。ドイッの推理
小説は，しかし，自由主義陣営に残った自分たちの西側社会なるものが，その復興ぶりのかげに必ず
しも体制の吹聴する自由と正義ばかりが支配する社会ではなくて，幾多の内部矛盾を抱えるものだと
いうことを，その矛盾の結果として出てくる犯罪をテーマとして取り上げ，描く形で，暴露し，人々
の関心を呼び起こそうとするのである。それ故それはその情報性において正確であり，緻密であるこ
とが自ずと要求される。従って，また，情報の量が増していけばいくほど，推理小説としての構成は
単純化していくことになる（ズーアバウム）。そして，探偵の役割も明晰な頭脳ぶりを発揮すること
よりも，言ってみればレポーターとしてのそれを帯びていくこととなるのである。（シュルッーブヅシ
ュハウス）。
　古典的な探偵像　一ボーのデュパン，ドイルのホームズ，クリスティーのポワロ等々一　において
特徴的なことは，その探偵的能力の絶対性であった。コンピューターのようなその精度は，しかし，
絶対的であると同時に，置換可能なものでもあり，その意味から匿名的な能力と言えるものでもあ
る。つまり，ここにおいて賛美せられているものは，ルネサンス的な具体的個人の能力の発露として
の全能性ではなく，合理的な精神，科学的な思考法の普遍性（インターローカル性）であり，それは，
従って，万人に開かれたものでもあり，訓練と修練によって誰もが身に付けることの出来るものであ
る。こうした科学の匿名的な力が，それを具現化した古典的な探偵像において賛美の対象となってい
るわけである。だから，こうした探偵像には，その希薄な，あるいは，そこに欠ける人間性を補う意
味からも奇癖が考えだされたり，必要以上に彼を取り巻く日常の描写を案出されて，リアリティーと
の平衡が保たせられた。こうした特徴がパターソ化され，幾多の模倣を生み出してきたわけである
が，肝心なポイソトは唯一，彼が解かねばならない謎が複雑をきわめるほどに，その超能力性，全能
性が際立たせられるということに存している，という点で変わりはない。
　しかし，ドイツの探偵たち（ここでは殆どが警察官である）は，意図的に，決然とこうした像から
は外れた者たちとして描かれるのである。その点に現代ドイツの推理小説に共通する特徴の存するこ
とを初めて指摘したシュルツーブッシュハウスは，そこに描かれる捜査官の「無力」（Ohnmacht）と
いう言葉さえ使う。
　彼らの特徴をまとめれば，先ず第一に，彼らは警察という機構に身を置く上司と部下とに挟まれた
組織の人間として，単独で行動することはない。古典的探偵像にみられるように，事件に対してひと
り超然と観察する側におさまっているような役割は与えられないのである。それどころか往々にして
ドイッの探偵は，自ら事件の当事者であったり，身内の人物を通したりして，いずれにせよ，彼らの
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日常生活の中で事件と関わり，事件をその四囲の内側から眺める立場に置かれる。また，結果とし
て，事件の解決が，推理小説としては禁じ手であるところの偶然によってもたらされることさえも少
なくはない。こうして物語は意識的に推理小説であることすらやめる（シュルツーブッシュハウス）。
　被害者，加害者の像もここでは必ずしも画然とは色分けされ得ない。犯罪者として警察から追われ
る者が，捜査の過程で，背後のより大きな不正の力の犠牲になっているに過ぎないことが明らかにな
っていくことも稀ではなく，そのため捜査官は彼を捕まえても，そのことによって事件が解決したと
納得することが出来ない。
　推理小説のゲーム性は，一見多義的に見える事象の背後に一義的な意味を確立すること，ばらば
らに見えた事象相互の間にこうした一義的な意味の連鎖を見付けだしていくことにあるわけだが，そ
の一義性とは，しかし，作者によってつくられた一義性である。作者において虚構された疑似現実が
その一義性を担保するにすぎない。しかし，本当の現実界にあっては事象そのものがこうした意味の
一義性を保証したりはしない。それにもかかわらず，様々な行為が犯罪として社会から指弾の対象と
して追求されるのは，社会が，その社会にとって好ましからぬ行為を逸脱行為として犯罪と定義づ
け，そこに社会の側からの一義性が付与されるからである。しかし，付与する側の社会が全体で逸脱
しているかなどとは問われることはない。ドイッの推理小説に描かれる犯罪者はこうした社会のひず
みの中でドロップアウトし，逸脱していく者であることが多い。作家の立場から，ブライスナースド
ルファーは，ドイッ現代推理小説のこうした特徴を，リアリズムとペシミズムの結合という言葉で表
現する。それは，本来追求されるべき社会的な不正が，こうして捜査の対象の将外にあって見過ごさ
れ，追求されないままとなっていくことを意味してのものだと思われるし，それが物語のなかでは，
探偵の無力という形で形姿化される理由となるわけである。
　しかし，今回，この問題を考えているうちに，筆者は，むしろそこにペシミズムを超えたドイッ現
代推理小説の健全な意図といったものを感じさるを得ない気持ちである。という理由は，作家たち
は，ナチズムという，まさに意味が全く一義的であることを至上の理想とされた全体主義の苦い経験
の後に出てきた新しい世代の人々である。戦後ドイッの出発点は，まさに，こうした一義性信仰の解
体にあるのでなければならなかった筈である。しかし，冷戦構造こそはまさに，ドイッの社会に急速
にその一義性の追求の快復を可能ならしめていく状況だった。現代ドイッの推理作家たちはそのこと
に疑義を唱えようとしているように思われるのである。
皿．作者とその作品
ハンスイェルク・マルティソ
　1920年ライプチヒ生まれ。戦後サーカスの道化師とか舞台装置の仕事，教師，雑誌編集，映画の
脚色など様々な職を経たのち，1963年からは北ドイツ・ホルスタイソのヴェーデルに居を定め，ブ
リー・ライターとして活躍している。
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　ロロロ・スリラー・シリーズに記された著者紹介によれば，彼の小説は1990年13力国語に翻訳さ
れ，総部数で400万部を出している。様々な賞を得ているなか，1986年には「現代ドイッ推理小説の
礎を築いた」功績により，「連邦功労十字勲章」が与えられている。数多い作品の幾つかは映画化さ
れ，彼の名を一層ポピュラーなものとした。
　マルティンが好んで小説の舞台に選ぶのは北ドイツの小都会で，その風景，駅の雑踏，人々の日
常，話し方などに北ドイッの人々の暮らしぶりが彷彿とする。小説の構成そのものに複雑なものはな
い。その幾つかで彼はハンブルク署殺人課の警部レオ・クリップを登場させる。この人物はレディー
　キラーというほどではないが，といって石部金吉では断じてなく，事件解決の成功率よりはまだ女
性との関係で成功を収めるような刑事である。事件の解決の方はむしろ，偶然に負うことが多い。殺
人を嫌悪しているが，警察が総力をあげても空振りしたり，捜査が袋小路に陥るような犯罪にぶつか
ると彼は犯人に対して内心賛嘆を禁じ得なかったりする。
　『好奇心は身の危険』は小さい巡回芝居に起こった殺人事件が発端。誰からも愛されていたポール
はなぜ死ななければいけなかったのか。急遽代役をするチバルはポールが脅迫されていたことを示す
紙切れを彼のポケットに見付け，事件に好奇心を持つ。警察の警告にもかかわらず彼は深みにはまり
込み，やがてポールと同じように命を狙われだす。麻薬の密売を暴かれては困る人物によって。
　〈アナベル〉誌に絶賛された『クア・コンサートには一人欠ける』（“Einer　fehlt　beim　Kurkon－
zert”，1966年）はクリップが休暇先のリゾート島の小さなペンションで出くわす殺人事件。この小
説にはエドガー・マルシュによる作品分析がある。
r刑史の右うしろで』（“Rechts　hinter　dem　Henker”1969年）
　クリップ警部は本来押し込みが専門である。しかし，たまたま遊技場のお化け電車の中で死体に出
くわすことから，彼に事件が任された。占い女のシルヴィア（本当はリートミュラー夫人）は死体を
義理の息子だと言う。彼女の娘トニー・コニャスはクリップにとって急速に親しい存在となってい
く。その直後トニーの信頼するパウルおじさんが，ある建物取り壊しの現場で，落ちてきた鉄材にあ
たって死んでしまう。見せ物小屋の人々のいる遊技場はまるでジャソグルのようだが，クリヅプは徐
々に勝手がわかっていく。お化け電車の所有者チンク氏が贅沢な暮らしぶりによって疑惑をもたれ
る。クリップは尾行の結果彼の犯罪を暴き出すことが出来るが，しかし，それは殺しではなかった！
警部は動機を徐々に明かしていく。しかし，彼は，自分でもびっくりしたことに，すべてを自白する
犯人を，直ちには法の手に渡さない。（レクラム『推理小説事典』）
フリートヘルム・ヴェレマイア（Friedhelm　Werremeier）
　1930年ルール地方のヴィッテン生まれ。ずっとジャーナリズム畑を歩き，1970年からフリー・ラ
イター。推理小説を書く前は専門書，実用書などを書いていたが，彼を有名にしたのは何といって
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も，テレビ番組r犯行現場』（“Tatort”）シリーズの原作となった一連の警部トリムメルものによっ
てである。
　ジャーナリストとしての経歴を活かし，そのときどきの社会的に議論を巻きおこした問題をつぎつ
ぎと取り上げていく彼の作品は，すでにタイトルからしてドイッが抱える社会問題のリストを一覧さ
せてくれる。一『着陸不許可』（“Ohne　Landeerlaubnis”1971年）ではテロとハイジャックの問題。
『司法鑑定』（“Der　Richter　in　WeiG”1971年）では司法鑑定と医者の権威の問題。　rトリムメルの心
電図』（“Ein　EKG　fUr　Trimmel”1972年）は臓器移植の問題を。　Fトリムメル退場』（“Platzverweis
fUr　Trimmel”1972年）はブンデス・リーガのスキャンダルを。そして『トリムメルが樽をあける』
（“Trimmel　macht　ein　Fatl　auf”1973年）では有毒廃棄物と環境保護の問題を取り上げている。
　このように，複雑となっていく一方の専門的知識を欠く一般大衆にとっては，もはや何が問題の核
心なのかを展望することも出来ない状態にある今日的事柄について，作者は読者同様半可通の警部ト
リムメルの取り調べに際して被疑者，参考人から徹底的に自分のわからない事柄について説明を求め
るという形で読老を啓蒙していく。
　ヴェレマイアの小説の特徴は，テレビ・ドラマ化を想定し，語りの部分よりは，対話に比重が置か
れること，また頻繁な場面転換，アクション・シーンの挿入にみられる。
キー（－ky）
　この人物について〈レクラム〉の『推理小説事典』（1978年出版）では「ドイツのサスペソス物の
書き手の中で最も左翼的で，最も新鮮な達人」と評したウルリヒ・グライヴェの言葉を引きながら，
そのことが彼をDDRでも出版される数少ない作家の一人としていると紹介し，また，特に若者の
心理を描くことに秀でていることから，高校教師がその本職ではないか，と推測を述べていた。＜ロ
ーヴォールト社〉はこのペンネームの人物の正体をほぼ10年にわたって秘密にしたのである（ヨッ
ヘン・シュミット）。
　本名はホルスト・ボゼッキー（Horst　Bosetzky）。1938年ベルリン生まれ。現在はベルリンの司法
行政専攻大学の社会学教授をしている。
　60年代は小雑誌形式の物語を書いていたが，1971年rふたりで殺し』（“Zu　einem　Mord　geh6ren
zwei”）でロロロ・スリラー・シリーズの作家としてデヴュー。この処女作から，一貫して彼が好ん
でテーマとしてきたことは，社会的に高い地位にある者たちの不正行為が，いかに社会的な利害の中
で隠蔽されていくか，ということである。そして彼の描写の中心となるのは，一つの犯罪の結果とし
て出てくる現象である。『上流社会の邪魔するな』（“St6r　die　feinen　Leute　nicht”，1973年），『ひとり
くたばりゃ十分だ』（“Es　reicht　doch，　wenn　nur　einer　stirbt”，1975年）などの小説では人口10万に
満たないブラメという架空の町を舞台に，犯罪がもみ消され，一つの腐敗が次の腐敗を生み出してい
く様を，そしてそれを解明しなければならない人々が遠慮とか不安，無力によって逡巡したり，結局
は何も行動出来ずにいたりする様を描きだす。このようにキーはうわべだけ民主的を装っているにす
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ぎない社会の実態を暴き（ヌッサー），また，ブラメという典型的なドイッの小都会という設定の中
で，偏狭で，俗物的，そしていまなお潜在的にファシズム的体質を捨てきれていない社会（ヨッヘン
・シュミット）の実態を浮き彫りにしてみせるのである。
　キーが得意とする手法は多様なパースペクティブの並列で，例えば『われわれ二人のどちらか』
（“Einer　von　uns　beiden”，1972年）はコルチクという自由大学教授の日記と，チーゲソハルスという
学生の精神科医によってテープに録られた話から構成される。
　1984年にテレビドラマ化もされたr大龍の火』（“Feuer　fUr　den　grotSen　Drachen”，同年）は，ベ
ルリン・クロイッベルクを舞台に，タクシー運転手をしている学生でトルコ人と対立する陣営の側
についていく男と，その婚約者でトルコ人男性を好きになってしまう女とを中心に，そのほか様々な
人間模様を織り込む形でドイッ人とトルコ人との関係を包括的に描き出そうとする野心作であった。
また，『うるせえ奴』（“Die　Klette”，1984年）ですでに「キー商会」（－ky＆Co．）なるペンネーム
のもとに同僚の心理学者ペーター・ハインリヒ（Peter　Heinrich）との共作の試みをしている彼は，
最近作rきょろきょろするな』（“Schau　nicht　hin，　schau　nicht　her”，1989年）では東独の推理作家シ
ュテフェン・モール（Steffen　Mohr）と共作，東西の出版社（東独側はく中部ドイッ出版社〉で
1990年の出版）から一と言ってもその間にドイツは瞬くうちに統一へと進んでいってしまったが一
の同時出版という形で話題を振りまいた。
『ひとりくたばりゃ十分だ』
　アメリカ占領軍兵士（黒人，アメリカへ帰国）とドイツ人女性（今はハンブルクで娼婦になってい
る）との息子，ヘルベルト・プラッゲンマイヤーはコリンナと結婚して，ようやく幸せだった。とこ
ろがコリンナがメルセデスに礫かれて死んでしまった。運転手は逃走。犯人として浮かんできたのは，
1．カルパーノ博士，病院長。2．エルンストゲオルク・ブレックヴェール，車のディーラー。二人
とも否認するが，警察は大した苦労をしない。一というのもどちらもこの小さいブラメという町とそ
の郊外の社会の名誉ある仲間だからである。
　そこでヘルベルトはポケットに爆弾，手にピストルを持ってギムナジウムに行き，あるクラスを人
質にとる。キーは今や，起こることを事細かに描く，そして他方でブラメの色々な代表的な人々の環
境をもスケッチしていく。西ドイッの人間のメンタリティーについての納得的な，しかし，びっくり
させられてしまう絵図が浮かんでくる。ヘルベルトは完全に信頼の出来る人物なのだが，英雄
（Held）というにはほど遠い。結局の所我々には真犯人の方が共感を持てる。クラス担任は悪しきカ
リカチャーである。キーはこの人物を結末で一全く動機づけがないにもかかわらず一トラックに礫
かれさせることによって，自分自身にも読者にも溜飲を下げさせている。（レクラム『推理小説事典』）
イレーネ・ロードリアン（Irene　Rodrian）
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　最も成功した現代ドイツ推理作家たちのなかにあっての紅一点であるイレーネ・ロードリアソは
1937年ベルリンに生まれ，現在はミュンヒェソに住む。広告アドヴァイザー，グラフィカー，ジャ
ーナリストとして活躍したのち，1967年処女作『ザンクト・パウリに死す』（“Tod　in　St．　Pauli”）
でロロロ・スリラー・シリーズの作家としてデビュー。この作品でいきなり同年度のエドガー・ウォ
ーレス賞を受けている。
　処女作以来彼女が一貫して描いてきたのは，アウトサイダー，精神的，物質的に抑圧された人々，
つまり，環境に捕われ，そこから逃れられず否応無しに犯罪などの事件に巻き込まれていってしまう
小さな人間たちである。最も影響を受けている作家にバトシリア・ハイスミスの名を挙げる著者自
身，創作に際して心を砕くのは，どうしてそういうことになってしまったのか（Wie－konnte－es－
dazu－kommen）という問題で，彼女が「共感を寄せるのは常に犠牲者で，それは犯人の場合だって
ある」と語る（ヨッヘン・シュミットによる）。
　rザンクト・パウリに死す』は，ハンブルクのこの悪名たかい歓楽街を舞台に，不良少年たちの生
きざまをサスペンス・タッチの物語の中にリアルに浮かびあがらせていく。話は主人公パウル・ペー
ターゼンが2年の刑期を終え，街に戻ってくるところから始まるが，彼が心に抱いていることはた
だ一っ，復讐であった。つまり，彼は仲間の罪をかぶって刑務所おくりとなったのだが，実際は仲間
に裏切られ，利用されたに過ぎなかったからである。しかし，彼を待っていたのはその間本当のやく
ざ者になっていた仲間たちで，結局彼は信じていた者たちにも騙され裏切られ，2年前と同じように
今後もわなにはめられていく。
　この物語でパウルも，最後は，それまで自分の方から避けてきた保護司によって助けられるという
ように，ロードリアソの初期の作品は結末で主人公を救い，そこに希望の光を置くのだが，後の物語
はだんだん出口のないものへと変化していく。『死は炎暑休暇』（“Der　Tod　hat　hitzefrei”，1976年）
は生徒殺しの疑いをもたれた高校教師が袋小路に追い込まれていき，最後は事故で死んでしまう話。
『おやすみ，坊や』（“Schlaf　BUbchen，　schlaf”，1980年）の主人公のジャーナリストはボーイ殺しに
よってそれまでの経歴，人生を棒にふってしまうのである。ヨッヘン・シュミットはロードリアンの
作品を評して，推理小説というよりは事例研究だと述べている。　　　　　　　　　　　　　　　．
トーマス・アンドレーゼソ（Thomas　Andresen）
　1934年フレンスブルク生まれのアンドレーゼンの本職は内科医。北ドイツの名士たち，特には医
者がその作品の主たる登場人物となる。複雑な構成を好み，回想の中に回想をおり混ぜたりする。描
写が詳細をきわめたり，語り手の自己分析を綴ったりの語り口をヴィルヘルム・ロートはスローモー
ション（顕微鏡的観察）の推理小説と呼んだ。犯罪老に対する興味が精神分析のフロイトのように人
間の心の深淵をのぞきみさせる（ヨッヘソ・シュミット）。扱われる問題はここでもやはり社会批判
的なテーマのものである。
主な作品一『匿名の男』（“Der　Anonyme”，1969年），『午前5時の死体』（“Eine　Tote　frtth　um
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fUnf”，1977年）など
ミヒャエル・モルスナー（Michael　Molsner）
　1939年シュトゥットガルト生まれ。裁判レポートを書いたり，新聞に寄稿したりしていたが，
1970年からフリー・ライター。作品の中心をしめるのは社会批判で，扱う問題は，性犯罪から，麻
薬，経済犯罪そしてスパイの問題にまで及ぶ。
　キーのブラメのように，モルスナーの初期の作品（制作年代としてはこちらの方がキーより先であ
る）はエーレンフルトというシュッゥットガルト近郊の架空の町に舞台を設定している。処女作は
1968年に発表されたrだから俺は撃った』（“Und　dann　had　ich　geschossen”）で，主人公は19才の
工場主の息子。物語はこの快楽殺人犯の少年が自己を弁明，正当化する告白の形で進められていき，
そこに捜査結果，裁判記録，新聞報道などが織り込まれる。
　モルスナーの代表作と見倣される『赤の見本市』（“Rote　Messe”，1973年）はエーレンフルトを舞
台とした第三作目にあたる物語。この町でパオロ・ブラッキというイタリア人労働老が殺された。そ
の後また，ここで農業見本市が行なわれたとき，テレビ記者で左翼的思想の持ち主である女性が住民
たちのリンチにあって死亡するという事件が起きる。彼女の息子モーリス・カームはイタリア人殺害
の犯人がパオロを雇っていた工場主のアウグスト・チャウトであることを証言する。チャウトはイタ
リア人労働老たちを非道い宿舎に住まわせ，法外な家賃を取っていたのであり，他方のパオロは外人
労働者の指導的人物で，組合と接触を持とうとしていたのである。パオロの死体が証言どうり見つか
るが，警察署長を交えた人々は事実をねじまげ，事件は正当防衛だったことにされてしまう。物語は
二人の人物，学生マルヴィッッによる事件の真相を解釈，解明しようとする試みと，それをレポータ
ー的立場から検証する役割のジャーナリスト，ヤーコブ・ネストアの話によって綴られていく。ネス
トアは物語の最後までこのエーレンフルトという小さな社会の中で真相を解明することのもたらすで
あろう結果と，自分もその一員であるところのこの町という組織を防衛し，己が生活を護ることとの
ジレンマに悩む。
リヒャルト・ハイ　（Richard　Hey）
　1926年ボソ生まれのリヒャルト・ハイは，1955年から「グルッペ47」に属し，また，その劇作活
動により，1955年にシラー賞，また1960年にはゲルハルト・ハウプトマン賞を受けるなどの経歴を
見ると，ここに取り上げた現代ドイッの推理作家の中ではむしろ異色なとも言うべき純文学の畑から
出てきている作家である。彼の作品を刻印づけてきたものはその社会批判的なアンガージュマソであ
ったが，70年代になってから書き出す推理小説でも，そうした傾向は顕著である。推理小説では彼
は芝居の時のような形式の実験を駆使したりはしないが，一人のユニークな探偵像を作り出した。即
ち，彼の推理小説第一作目から登場する西ベルリン警察女性警視のカタリーナ・レーダーマッハーで
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ある。年令は30半ばで，バッー。16才の娘は前夫とスイスに住む。自宅がありながら，もっぱら左
翼的思想の高校教師（こちらは前妻と死別）の住まいに寝起きする。青少年課から殺人課に移ってき
た。第一作目に描かれる彼女の経歴，生い立ちは詳細をきわめ，そのことが彼女の職業上のスタンス
ー警察の役割は犯罪を防止することで，そのためには犯罪者を捕まえ，処罰することが，ではなく，
犯罪を生み出す社会的な原因を理解，解明することが重要だとする一　を決める大きなファクターを
なしている。社会の秩序を維持する役割からして最も因習的，体制的な組織であるはずの警察に作者
ハイは敢えて極めて非因習的，非体制的な捜査官を創りだし　一そのことによって主人公カタリーナ
は検事ローマンと衝突する一　社会によって逸脱的と見られる事象に別の角度からの光を当てようと
試みるのである。しかし，結局カタリーナはシリーズ第三作目，『金がなければ盲人は歌わない』
（“Ohne　Geld　singt　der　Blinde　nicht”，1980年）で辞職届けを書くことになる。
　第一作目，『リーッェン湖畔殺人事件』（“Ein　Mord　am　Lietzensee”，1973年）は半年前から西ベ
ルリン市民の平穏な生活を乱すようになり，そのうちどんどんエスカレートしていく暴走族グルー
プ，「ルシファーの寵児たち」による犯行と思われた殺人事件が，意外にも彼らと全く別組織，老人
ホームの住人たちによる犯行であったことが分かる，という話であるが，物語の中心に描かれるこの
二つのグループは，自分たちを必要としない社会にあって，こうした社会の周辺に追いやられ，社会
から邪魔者扱いされている者たちが，独自の仲間社会を形成することで初めてそこに互いに仲間から
認められた存在としての生きがいを感じている，という意味で年令，経歴などの相違を越えてどちら
も同じ問題　一つまり，社会はこうした脱落者を犯罪へと追いやることのないよう，いかにして彼ら
を同化，あるいは彼らと共生できるか考えなければならない，という問題一　を社会に対して突き付
けている。
『堕胎商会』（“Engelmacher＆Co。”，1975年）
　主要人物：ベルリン警視，カタリーナ・レーダーマッハー。彼女は夫と別れ，進歩的なドイッ語教
師と同棲している。前夫との娘カチソカは「両親の家」から自立しようとする。恋愛をし，若い
Hausbesetzer（家屋の不法占拠者）たちと連帯するが，このことが警察官の母親には心配である。
物語の場所：西ベルリン。時：CDU政治家ローレンツ誘拐の直後。
　堕胎の失敗による死亡事件の解明が前面に置かれる形になっているが，しかし，作者にとって殊に
問題になっているのは，社会の異常な状態について批判的な目を向けることである。物語は絶えず合
法性の箋界領域を動いて進む。堕胎は新しい立法によって少なくとも原則的には可能となったのだ
が，相変わらず日陰の仕事であることには変わらない。ここでは怪奇に強調されたやり方で，カーテ
ンで遮断され，場所を移していくVWコンビの中で行なわれるのである。古いが，記念物保護の下
にある建物をめぐる投機。理想を求める若者たちがその取り壊しを阻止しようとする。しかし，彼ら
は得体の知れない地上げ屋，経済犯罪者たちに操られてしまう。不法占拠の指導者は金を受け取り，
警察とのもめ事は事前に計画されたものである。最後に彼らは護ろうと思っている建物を爆破し，命
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からがらようやくのことで逃げ出す。警察の仕事は管轄の混乱状態に振り回され，連邦警察庁にいた
るまで，どの部署も時折合法性の枠外に動くことによって自己主張しようとするだけである。しか
し，こんなことで捕まるのは小さな魚だけで，大物は分かっていても逃さざるを得ない。
　こうした気が滅入るような，といって，しかし，決して緊張に欠けるという訳ではない雰囲気の中
でレーダーマッハーは自分の義務を果たそうと試み，それでもなお人間（女）であり続けようと試み
る。彼女を欠いたら現代ドイッの犯罪文学のパノラマももっと貧しくなるだろう。（レクラム『推理
小説事典』）
皿．東独時代の推理小説
　資本主義社会の諸矛盾が犯罪の原因とされ，それが克服された社会主義社会には犯罪の土壌そのも
のがもはや存在しないか，あるとしてもそれは真の社会主義の実現に至る過程になお残る古い資本主
義的残津とみなされるイデオロギーの中では，そもそも犯罪を描くことを内容とする推理小説には成
立すべき根拠そのものがない，とされる。これは旧東独の実際の推理小説観であったし，また，その
ことが西独側から，東独には推理小説が生まれ得ない，つまり不毛の原因とされる大きな根拠をなし
たものであった。
　しかし，創作を別として，翻訳物による受容ということに限定してみると，東西の間でさして相違
があったようにも思われない。東独で翻訳物の推理小説を出版してきたのは主に〈人民と世界社〉だ
が，その目録はハメット，チャンドラーからシャーシャ，シェーヴァル＝ヴァーレーにいたるまで，
かなり広範なものが提供されていたのである。ちなみに，筆者はこのく人民と世界社〉から出された
松本清張のr点と線』の独訳版（1970年の翻訳で，第2版のもの）をベルリンの古書店で見付ける
ことができた。
　他方，創作の方では，小雑誌形式のものを別とすれば，〈新ベルリン社〉がハード・カバーの単行
本と，ペーパーバックのDIEシリーズ（DIEは犯罪，証拠，捜査の頭文字）を，またその他に〈中
部ドイツ出版社〉，〈グライフェン社〉など地方の出版社も自前の推理小説を出版してきた。
　50年代から60年代にかけては，東独文学では「下品と卑賎」が主たる闘争目標とされ，推理小説
も，イデオロギー的階級闘士の手によって書かれるという時期であった。創作の目的ももっぱら教育
的観点に置かれたわけである。〈人民と世界社〉が出していたKAP（推理・冒険・空想）シリーズ
（これは1971年で114号をこえていた）といったグロッシェソ小説はまさに党と国家の官製教科書と
もいうべき内容で，その執筆者には検事，弁護士，警官それにブリッッ・ゼルプマソという元首相さ
え名を連ねた（アルプレヒト）。
　先に触れた推理小説観と矛盾するようでいながら，教育という観点から眺めれば，このジャンルも
体制にとって有効な機能を果たすものと見倣されたということだろう。しかし，またそこにはこのジ
ャンルと必然的に相容れない矛盾をも抱えることになった。というのも，犯罪を犯す者は，古いナチ
ズム的思想をひきずっているか，資本主義的思想に毒された者と最初から決まっておれば，犯人当て
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ゲームとしては，犯人は物語の始まる前からすでに名乗り出てしまっているようなものだからであ
る。
　こうした事情が変化し，読者の娯楽への欲求にも応えようとする作品が出てくるのは60年代の後
半からだが，そこでも作者たちを相変わらず縛っていたのが，ドイッ民主共和国には犯罪は起こり得
ない，というイデオロギーで，そのため作家たちは，物語の舞台を西独側に設定して推理小説を書い
た。周知のように東独からは多くの人々が西へと流出，逃亡していったわけだが，推理小説のこうし
た現象も，「別の形の西への逃亡」と呼ばれることとなる。作家たち一ヴェルナー・テルケ
（Wemer　Toelcke）のように西から東独に移ってきた作家は別として一　は行ったこともない場所を
描いたわけである。
　こうした「西への逃亡」もやがて姿を消すようになり，東独という自分たちの社会，日常にきちん
と向き合うような内容の作品が書かれだしていくのは70年代に入った頃からである。もちろん，そ
うは言っても，先に見た西独の推理小説がそうである如くに東独の推理作家が反体制的な物語を自由
に書ける道理はないのであって，東独時代の推理小説は言ってみれば，教育的な目的という視点に一
定の配慮を見せつつ，地道な形で自分たちの社会の問題点を拾いだし，描き出していくことになる。
しかし，そういう意味から，それはそれで社会主義社会におけるこのジャンルの一つの在り方を示す
ものであり，ごれらの作品は，そこから我々が，西側社会にとって謎に包まれた半世紀となった旧東
ドイッ市民の日常を知ることができる数少ない格好の材料という側面を持つのである。
　壁の崩壊後，多くの社会的指導層の者達がその地位を追われていったのに対し，推理小説作家たち
の多くは，手に入れたより大きな自由の中で現在も創作活動を続けている。
　代表的な作家に女性の活躍が目立つのも東独の一面を示す特徴ということであろうか。最後にその
名前と代表作を挙げておくことにする。
　ハッソ・マーガー（且asso　Mager），1920年ケムニッツ生まれ。　一『バルトゥシェックはもうい
ない』（“Bartuscheck　ist　nicht　mehr　da”，1973年）
　バルバラ・ノイハウス（Barbara　Neuhaus），1924年ライヒェンシュタイン（現ポーラソド）生まれ。
一『不安が動機』（“Tatmotiv　Angst”，1976年），『赦してとは言わないけれど』（“Ich　bitte　nicht　um
Verzeihung”，1984年）
　ハソス・プファイファー（Hans　Pfeiffer），1925年シュヴァイトニッツ生まれ。　－r動機なき殺
人』（“Mord　ohne　Motiv？”，1965年），　r三角形の一辺』（“Die　eine　Seite　des　Dreiecks”，1980年）
　ドロテーア・クライネ（Dorothea　Kleine），1928年シュレージエン生まれ。　一『青いサファイヤ
の指輪』（“Der　Ring　mit　dem　blauen　Saphir”，1964年），『デートの相手は人殺し』（“Rendevous
mit　eineln　M6rder”，1992年）
　トム・ヴィトゲン（Tom　Wittgen一本名インゲブルク・ジーベンシュテット），生年，出身地未
詳。　一『やさしい娘』（“Das　sanfte　Mtidchen”，1975年），『国電最終電車』（“Die　letzte　S－Bahn”，
1988年）
　ゲルト・プロコープ（Gert　Prokop），生年，出身地未詳。　－r死体は誰か』（“Einer　muB　die
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Leiche　sein”，1976年），『精子銀行強盗』（“Der　Samenbankraub”，1983年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献
》Reclams　Kriminalromanfuhrer《，　Hrsg．　von　Armin　Arnold　und　Josef　Schmidt，1978
》Bibliographie　der　Kriminalliteratur　1945－1984　im　deutschen　Sprachraum《，　Klaus－Dieter　Walkhoff－Jordan，
　　Ullstein，1985
》Die　Kriminalliteratur　der　DDR　1949－1990《，　Zusammengestdlt　von　Reinhard　Hillich　und　Wolfgang　Mittmann，
　　Akademie　Verlag，1991
》Gangster，　Opfer，　Detektive《，　Jochen　Schmidt，　Ullstein，1989
》Krimi．　Eine　Analyse　der　Gattung《，　Uhich　Suerbaum，　Philipp　Reclam　jun．，1984
》Der　Krilninalroman《，　Peter　Nusser，　Sammlung　Metzler　Bd．191，1980
》Die　Kriminalerzahlung《，　Edgar　Marsch，　Winkler，2．　durchges，　u．　erw．　Aufl．，1983
》Die　meisten　Leser　erwarten　eine　Leiche－Uber　den　Krimi　in　der　DDR　und　seine　Entwicklung《，　Richard　Albrecht
　　In：》die　horen《，26．　Jahrgang，　Ausgabe　124，4．　Quartal　1981
》Der　BUrger　als　Verbrecher．　Materialien　zum　deutschen　Kriminalroman《，　Wilhelm　Roth
　　In：》Zur　Aktualitat　des　Kriminalromans《，　Hrsg．　von　Erhard　Schtttz，　Wilhelm　Fink　Verlag，1978
》Zur　Typologie　des　modernen　deutschen　Kriminalromans《，　Alfred　W．　Breinersdo㎡er
　　In：》Buch　und　Bibliothek《，35．　Jahrgang，1983
　　》Der　neue　deutsche　Kriminalroman《，　Hrsg．　von　Karl　Ermert　und　Woifgang　Gast，　Loccumer　Kolloquien　Bd．5，
　　1985
　　＊特に以下の2論文
一》Die　Ohnmacht　des　Detektivs《，　Ulrich　Schulz－Buschhaus
－》Kritik　des　neuen　deutschen　Kriminal・omans《，　Peter　Nusser
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（みずの　こうじ）
一16一
